



























横 断 検 索








































コンテンツ構成比率 （2007年度末と2009年度末比較） 論文使用状況の推移 （2007年5月～2010年3月）
ダウンロード件数が順調に増加している。
“見るだけ”から“活用される”リポジトリへ
変化していると思われる。
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依然として紀要中心だが、2007年度末と比較し、コンテンツ構成
にバランスがとれてきたと思われる。
